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工事概要書

１節 一般事項

所定の音響性能を実現するため、工事間の取合、仕様、施工順、工期、施工法、検査などについて、

係員と十分な協議の上、建築区工事請負者が中心に取りまとめる。工事毎に音響担当者を選定し、

、施工途中の検討、検査、測定等に協力すること。また、専門的な技術チェック体制を確立すること。

２節 音響性能目標値

請負者は、各室の設計主旨を十分に理解した上で、各部位の音響仕様詳細・ 施工方法について

係員との協議・ 承認を経たのち、最終的な施工状態においてこれらを満足させること。

１） 空調設備等騒音（ その他の室については、空調設備工事特記による）

公会堂 ＮＣ－２５程度

２） 遮音性能

２Ｆ公会堂～市道： 谷津４８１号 ： Ｄｒ －７５以上

２Ｆ公会堂～市道： 平潟３号 ： Ｄｒ －７５以上

２Ｆ公会堂～公園 ： Ｄｒ －６０以上

２Ｆ公会堂～ホワイエ ： Ｄｒ －６０以上

２Ｆ公会堂～１Ｆ駐車場 ： Ｄｒ －７０以上

３） 建具性能

公会堂客席建具、調整室建具の、

詳細については、建具表を参照のこと

３節 施工図・ 製作図、計算書等の提出

３．１施工者は、音響に関わる工事の施工方法や仕様書について、以下等の施工要領書・ 施工図類を

提出し、事前に係員等の承認を得る。

＜建築＞

ホール内装施工図、浮構造詳細図、仕上・ 浮構造下地軸組図、建具遮音層取合図、自主検査チェックシート

＜空調・ 給排水・ 電気・ 舞台設備＞

機器・ 配管の遮音層貫通処理、防振要領書、機器の異音対策要領書、自主検査チェックシート

３．２施工者は、仕様の承諾を得るために必要と思われる以下等の検討書、計算書類を提出し、事前に係員の

＜建築＞ 防振材選定計算書

＜建築・ 空調＞ 消音計算書（ ダクト経由のファンノイズ、ダクト・ 建築透過音、空調クロストーク検討等を含む）

＜空調・ 給排水・ 電気・ 舞台設備＞ 設備機器の発生騒音・ 振動データ、各室騒音目標値に対する

伝搬騒音計算書、設備機器および配管の防振計算書

３．３施工上、設計図書の仕様と異なる仕様にて施工する場合は、その理由・ 代案の比較検討書などを提出し

、係員と協議の上決定する。

３．４各施工者は、浮構造室・ 浮床施工室等について、防振された部位（ 浮側） と非防振部位（ 固定側） を区別する

図面を作成し、各工事の取合いを含め、その施工順序・ 方法等を明確にした施工工程表を係員等に提出し、

承諾を得るものとする。また、施工要領について作業員へ徹底し、定期的に音響パトロールを行い、

施工状況について視認・ 写真・ チェックシートにより確認・ 記録し報告する。

３．５工事毎に躯体側と浮側の縁切りと遮音層の形成について、作業員への徹底、視認・ 写真・ チェックシート

による確認・ 記録・ 報告を行い施工・ 報告する。

４節 音響試験

騒音・ 振動、遮音、吸音、ビリツキ共振等、音響全般に関わる性能について、材料・ 器具等の特殊性により

予測が難しいと判断された場合は、係員の指示によりその試作及び音響試験を実施し、係員の承諾を得る

５節 音響性能検査

音響性能の確認を目的に、下記の検査・ 測定を行う。測定時は音が発生する工事は中止する。

測定計画書と報告書を提出する。 ＪＩ Ｓに規定のある測定はこれに倣う。検査条件の調整不備により所要性能

が得られない場合、再検査に係る費用は施工者負担とする。また、測定の結果、所定の音響性能が得られ

１） 空調設備等騒音測定（ ６３Ｈｚ～８ｋ Ｈｚ 、 １オクターブバンド毎ＮＣ値）

２） 室間遮音性能測定（ ６３Ｈｚ～４ｋ Ｈｚ 、 １オクターブバンド毎）

３） 建具遮音性能測定（ ６３Ｈｚ～４ｋ Ｈｚ 、 １オクターブバンド毎）

４） 残響時間測定（ ６３Ｈｚ～８ｋ Ｈｚ 、 １オクターブバンド毎）

（ 測定条件） Ａ．反射板設置時、 Ｂ．幕設備設置時

５） エコータイムパターン

（ ３ ） 工事工程計画

工事工程計画にあたっては、上記の音響性能検査内容、検査条件を十分に考慮し、係員との協議の上、

その実施項目を工程上に盛り込むこと。

また、施工者は、実施に当たり事前の工程管理及び検査のため条件確保に努め、検査・ 調整に協力すること。

更に種々 の事情により検査条件が満足されないなどの問題点が生じた場合、速やかに対応・ 対処処置が

出来るよう、現場における指示系統・ 窓口等を明確にしておく こと。

６節 音響調整工事

前期の現場音響確認検査、並びに中間時音響性能検査の結果に基づき、改善対策工事および最適調整

工事を以下の項目についての本工事の範囲にて実施するものとする。

１） 残響調整工事＜建築工事＞

音響性能検査結果により、室内吸音力及び音響障害除去のための調整工事を行う。事前に吸音力調整用

の内容面を設定し、その仕様・ 調整方法（ 吸音材の撤去、或いは追加等） について係員と協議する。

２） 防音建具調整工事＜建築工事＞

所定性能の確保のため、戸当たり、召し合せ部（ ゴムシール等の調整による隙間の除去） 、金物（ 締め付け

具合の調整） 取付け調整工事を行う。

３） 浮構造、浮床、防振吊り天井等調整工事＜全工事＞

浮床、浮天井における振動絶縁処理、防振ゴムの施工、遮音壁の隙間処理等の施工不良箇所等は調整

４） 空調設備調整工事＜空調設備工事＞

各室の騒音目標値を実現するため、ホール出入口扉等の風切り音対策等のため、風量、ドラフト調整他

、最適調工事を行う。

５） 電気設備調整工事＜全設備工事＞

インバータノイズ等の電源並びに制御線からのノイズが電気音響設備等に影響を及した場合には、ノイズ

発生側にて調整工事を行う。

６） その他

所定の性能確保のために必要と思われる調整工事について、係員の指示により実施する。

（ 例： 軽鉄下地、内装、器具、盤などのビリツキ対策、設備の防振支持等）

７節 特定専門業者の選定

音響に関する特殊工事は、現場における経験と実績による工法・ 管理が施工後の性能に大きく 影響するため、

同等規模の防振遮音構造工事の実績を有し、係員が承認する専門業者が施工・ 管理・ 工事間調整にあたる

こと。（ 例： 日本板硝子環境アメニティ、日東紡音響エンジニアリング、同等）

その他、防振ゴム、防音建具、空調消音器等、必要と認められているものについては、係員と協議し、承認を

８節 施工上の特記事項

各工事範囲における音響関連工事上の特記事項について、以下に例記する。各工事施工者は、必要最低限

の処置として以下の事項を準拠し、音響性能に留意した施工を行うこと。

８．１浮構造・ 防振関連工事 特記事項（ 全工事共通）

対象部位・ 工事留意点

１．振動絶縁処理

・ 防振支持は所定の防振ゴムを適切に配置、施工し、固定側（ 躯体） と浮側との縁切りを徹底すること。

２．防振ゴムの選定

・ 計算書等で性能を確認の上、決定する。共振周波数は１０Ｈｚ以下とする。選定配列時には積載荷重ありで

耐荷重性能を、積載荷重なしで防振性能を確認する。

３．防振遮音構造建具

・ 二重建具は外側を固定側、内側を浮側に支持し、一重の場合は浮側支持を基本とする。

浮側建具は固定側三方枠との間で縁を切り、コーキングによって隙間を詰める。枠周りの隙間をモルタル

４．防振ゴム浮床

・ ゴムによる変位を考慮し、防振ゴムの取付高さ、床組みのレベル調整を行う。

の接合部・ キーストンプレートの小口部、その他の孔は、ガムテープおよびウレタンシール等を使用して隙間

５．グラスウール（ ＧＷ） 浮床

重ねる。積載荷重が８００ｋ ｇ ／ｍ＾ ２を超える場合は荷重サポートゴム（ ＳＲ－５０／昭和電線同等品） を設置する。

各室の扉下、設備機械室下には同サポートゴムを設置する。

・ 緩衝材上部のポリエチレンフィルムは、緩衝材中央部で１５０ｍｍ以上の重ね代をとり、テープ止めしてコンクリ

ートの浸入を防ぐ。ポリフィルムの破れ防止と沈み込み防止のために、養生亜鉛鉄板０．４ ｔ 又はその他養生板

処理する際は、絶縁ラインを埋めないこと。

・ コンクリート打設時における止水のため、キーストンプレートのジョイント部・ エンドプレートとキーストンプレート

・ 耐水性緩衝材浮床・ ＧＷ浮床はＪ Ｉ Ｓ浮床用グラスウールまたはロックウール２５ｍｍ厚２枚を千鳥突きつけにて

・ 耐水性緩衝材（ ＰＳブロック／特許機器同等品） は積載荷重に応じてゴムを調整する。

れていることを確認する。ただし、ポリフィルムの破れ防止のため、ワイヤーメッシュは立ち上がり緩衝材から

をポリフィルム上部に布ガムテープ貼りにて敷設する。クラック防止用メッシュが床全体に切れ目なく敷き込ま

６．浮床共通

・ サウンドブリッジが出来ないように浮側と固定側は確実に絶縁する。そのために、端部立ち上げ緩衝材は

５０ｍｍ以上をしポリフィルムは壁面に布ガムテープ止めし、コンクリート打設前に孔がないか確認を行う。

・ 浮床周囲には水平支持用の躯体立ち上げ部位を配筋とともに設ける。

浮床施工前後は十分なチェックと養生・ 清掃を行う。床下またはボーダー部分に入ったボルト、小石、木切れ

等、浮スラブ打設のための仮設支持材、建具取付用の仮設スペーサー・ セパレーター等は確実に撤去する。

施工後は立ち上げ緩衝材を清掃し、すみやかにシールにて保護する。

７．防振ゴムの施工

・ 防振ゴムに均等に荷重がかかるよう、防振支持された下地材は仮締め施工し、全体仮締め後に本締めを

８．防振遮音構造施工順序

・ 防振遮音天井、防振遮音壁、天井内装用下地の施工順序は、事前に承認を得る。

９．防振遮音層ボード

・ 目地部分の隙間からの音漏れを防止するため、乱張りする。背後ＧＷ ｔ ５０，３２Ｋを落下防止ピンにて保管する。

・ 施工上の下地仮止材ははずし忘れがないようボード張り込み時に見える方法で施工する。

・ 入隅や出隅はウレタンコーキングによって隙間の処理を徹底すること。

１０．防振遮音層の下地

・ 浮床の上に支持し、固定側と防振遮音層が取り合う部分は絶縁用の防振ゴムを入れる。

１１．防振遮音天井

・ 防振遮音天井下地材が固定側と接する場合、スポンジゴム等にて絶縁。防振ハンガーはダブルナットによる

垂直吊を確認する。また、防振性能が低下してしまうため防振ハンガーナットを事前に締めつけないこと。

天井端部はウレタンシール処理するが、シール相手の鋼材・ 外壁等はセラミック系耐火被覆材とする。

１２．貫通部の開口処理

・ 配管類が浮側なのか固定側なのかを明確にした上で施工する。また、固定用の吊りボルト等が浮側のダクト 、

配管に接触しないように留意する。吊りボルト、鋼材、水平支持材、振止材、ダクト、配管等が防振遮音層を

貫通する部位は、開口補強の上、緩衝材にて絶縁処理の上、鉛巻き、シール処理により隙間をなくす遮音

処理を施す。固定遮音層を貫通する部位は鉛巻き、シール処理により隙間をなく す遮音処理を施す。

８．２建築工事

１） 音響上留意すべき部位 特記事項（ 一般遮音関連工事）

対象部位・ 工事留意点

１ 防音建具

・ 所定の性能が得られるよう、細部の仕様についても、十分協議の上決定する。特に、戸当たり部の構造、

金物の種類・ 仕様、ドアの構造、取付け方法、ドアと枠の水平鉛直の建込精度等に留意。

・ 防振遮音壁層はボード層～枠～建具で形成されるので、各接合点をウレタンシール処理する。防音扉は調整

要領・ チェックシートを作成し、四周ＡＴタッチするようゴムの出入りを調整・ 報告する。特に公会堂客席扉は

自動落下沓摺や枠ゴム召し合せわせゴムのタイト調整を重点的に行う。

２ 防音建具の枠内部

・ 弁当箱閉型とし隙間なく モルタル充填するか、グラスウール又はロックウール等を圧縮充填する。下枠は原則

モルタル充填とする。枠の周囲はモルタルによる埋め戻し、シーリング処理を行う。

３ 遮音壁

・ 遮音壁はスラブｔ ｏスラブとし、下端、頂部端、ジョイント端はすべてウレタンシール処理で隙間をなく す。

・ デッキスラブとの取り合い部はデッキプレートを切断してシールする。

・ 施工上設けたダメ穴・ 建具周辺の空隙等は、該当工事終了後確実に埋め戻しをする。

・ デッキスラブとの取り合い部はデッキプレートを切断してシールする。

・ 固定遮音壁４周端・ 梁貫通ダクト部などに生じた隙間は全てウレタンシールにて完全に塞ぐ。

・ 遮音壁が取り合う鉄骨、外壁にはセラミックス系耐火被覆材（ セラタイカ２号／ゼオン化成同等品等） を用い、

金ゴテで表面を平滑にする。

・ 固定遮音壁４周端・ 梁貫通ダクト部などに生じた隙間は全てウレタンシールにて完全に塞ぐ。

２） 一般内装関連工事 特記事項

対象部位・ 工事留意点

１ 有孔板、岩綿吸音板

・ 設置場所、背後空気層、表面の仕上げ材、塗装処理等については、施工前に協議の上、承諾を得る。

・ 有孔板＋ＧＷ裏打ちの場合、有孔板の開口は原則８φ－＠２０とするが、開口率については係員と協議の上決定

する。吸音性能を低下させないように、ガラスクロスは黒の粗目とし、塗装による目詰まりがないようにする。

またＧＷ落下防止材取付とする。

・ 岩綿吸音板を塗装する場合は原則工場着色とし、塗布量等について係員の承諾を得る。油性ペイント等は

２ 公会堂内装

・ 公会堂客席床フローリングはコンクリートの平滑性を確保した上でコンクリート面に全面接着貼とする。

・ 公会堂後壁仕上げ面は取り外し可能とし、測定調整時にＧＷ面積を調整可能とする。

３ 内装の隙間

・ 残響時間に影響するため、不要な隙間や開口は設けない。 （ 壁と天井との収まり部、照明器具等の設備用開

４ スピーカ設置部

・ 残響時間に影響するため、不要な隙間や開口は設けない。 （ 壁と天井との収まり部、照明器具等の設備用開

５ 機械室・ ＤＳ

・ 吸音処理（ グラスウール３２Ｋ， ｔ ５０，ガラスクロス包、床面を除く 全面）

６ 公会堂舞台部の吸音材

・ グラスウール３２Ｋ， ｔ ５０，目詰まり黒ガラスクロス包（ ＧＣＢ－３／マグイソベール同等）

７ 内装ボード工事の下地軽量鉄骨

・ 間柱と胴縁のピッチは同じにならないようにする。胴縁とＬＧＳの接合部はパテで固定する。

８ ビリツキ音対策

・ 各所下地金属接合部は、溶接・ 接着剤併用などで確実に固定するか、ゴム等で絶縁する。

・ 発音防止のため、ボード壁の下地はランナーと取り合うスタッドの上下にすべりテープ（ ダンロンテープ／日東

電工同等品） をまきつける。

３） 昇降設備工事

対象部位・ 工事留意点

１ 昇降設備

・ 巻上機、電動発電機、制御盤、調速機、階床選択機などに適応した振動対策を講じる。

・ 巻上機防振支持材は、耐荷重範囲内で十分柔らかい防振材とし、共振周波数などの防振支持計算書を提出

のこと。耐震ストッパーは非接触型とし、設置段階で確実に非接触となるように施工管理を行う。

・ かご側おもり側の各ガイドレールの継ぎ目の段差は極力０となるよう施工管理を行う。

・ ローラはゴム製などの低振動型とする。

・ ローラ径に速度の大きさを持たせ、偏心へたりをなく す。

・ 着床チャイム音は音量調整可能とする。

・ 各階間のシャフト経由遮音のために、かご乗り場ドアの周囲は隙間を極力ふさぐこととする。ふさフェルト材・

エプロンなどを使用し、極力隙間をなくす。

・ 舞台音響設備へのノイズ対策として以下を行う。インバータユニットは全て金属ケース内に収納し設置。

インバータ１次側に可聴帯域ノイズカットフィルター。インバータ入出力電線は３芯ツイストケーブル使用。

配管は全て金属管とし単独設置。電力設置系統に接続されＭ、音響設置と分離する。

・ 防音対策に関する施工計画書・ 施工要領書・ 調整要領書を取りまとめて提出のこと。

８．３空調・ 給排水設備工事 特記事項

１ 振動・ 回転する機械類

空室時

満室時

空室時

満室時

１．３～１．６秒／５００Ｈｚ

１．１～１．４秒／５００Ｈｚ

１．１～１．４秒／５００Ｈｚ

０．９～１．２秒／５００Ｈｚ

反射板設置時

反射板収納時

４） 公会堂 残響時間（参考値）

対象部位・ 工事留意点

・ 公会堂に隣接する機械室および機器置き場の振動機器は

共振周波数４Ｈｚ以下のサージングレススプリング防振とする（ 指定のある場合はこれによる） 。

隣接居室許容値に対する選定計算書を提出する。

・ 公会堂系統ダクトは防振支持する。

・ 耐震ストッパーは非接触型とし、設置後、視認・ 写真により確認、記録、報告する。

２ 機械室内ダクト 、配管類

・ ダクト 、配管類はすべて防振支持とする。

・ ＮＣ－２５以下系統のダクトは原則遮音ダクトとする。壁面等の貫通部は防振貫通処理とする。

する。

３ 給排水配管類

・ 基本的に躯体との振動絶縁をする。

４ ダクト ・ 配管類の遮音層貫通部

・ 防振遮音層へ入る前に固定側との縁切りを行う（ フレキシブルジョイント等） 。フレキシブルジョイントは振動

絶縁効果のあるものを選択し、係員の承諾を得る。

・ 遮音層貫通部は、緩衝材にて４周振動絶縁処理する。遮音欠損を防ぐため、 ＲＷ等絶縁処理の上に鉛シート

・ 防振遮音層貫通部は、浮側遮音層に対してＲＷ等による振動絶縁処理、消音器まで含め鉛シートによる隙間

遮音処理、および、浮側進入前における絶縁処理を施す。

・ 遮音補強のため、ダクトは遮音層両側の消音器を含んで鉛シート貼りとする。排煙系統含め全系統が対象。

５ ダクト内風速

・ 騒音目標値を確保するため、適切な風速となるよう留意。

・ ＮＣ－２５以下の室の系統の風速上限は、機械室内７ｍ／ｓ、機械室外５ｍ／ｓ、

６ ダンパーの取付け位置

・ 渦流音の発生が生じないよう、取付位置留意。

７ 吹出し、吸込み器具

・ 風切り音の少ない機種を選定し、エッジ等を立てない。

８ 吹出し、吸込み風速

・ 公会堂の吹出風速はネック風速３ｍ／ｓ以下、吹出面風速１．５ｍ／ｓ以下、吸込風速は１ｍ／ｓ以下を目安とする。

９ 騒音に関わる試運転調整と改善措置の実施

・ 各室騒音目標値内となるよう消音計算書を提出する。施工前に空調運転時の室内騒音測定を行う。

目標値以下にならない場合、風量調整およびダクト消音装置の調整等を行い、目標値以下とする。

８．４電気設備工事 特記事項

１ 施工要領書

・ 貫通部の振動絶縁処理及び防振支持の方法・ 仕様については、施工要領書にて事前に係員承認を得る。

対象部位・ 工事留意点

２ トランス

・ サージングレススプリング防振支持（ ｆ ０＝４Ｈｚ程度） とする。

公会堂に隣接する場合はｆ ０＝２．３Ｈｚ程度とする。隣接居室許容値に対する防振計算書を提出

する。耐震ストッパーは非接触型とし、設置後、視認・ 写真により確認、記録、報告する。

・ 頂部耐震ストッパーを設ける。

・ 防振支持架台はコンクリート充填型とする。

３ 防振遮音層を貫通する配管類

・ 公会堂の防振遮音層を貫通するワイヤリングダクトや配管は、浮側に対してＲＷ等による振動絶縁処理、鉛シートによる隙間遮

音処理を行う。また、浮側手前に絶縁接続処理を施し、ワイヤリングダクトはダクト用防振ゴム（ ＫＥ－１０／昭和電線程度） にて、配

管は金属フレキシブル管（ ＰＬＡＮＴ－Ｔ ＵＢＥ－Ｍ．Ｃ．Ｔ ｙ ｐ ｅ ／ＡＣＥ程度） 等で行う。具体的仕様、絶縁箇所等については、施工図、施工要

領書にて事前に係員の承諾を受ける。

４ 浮側配管類

・ 全て防振支持とし、他の固定側配管、吊りボルトと接触させない。

５ 裏ボックス

・ 裏ボックスによる遮音欠損が生じないよう、コンセント・ 盤は全て防振遮音壁・ 固定遮音壁には埋め込まない。埋め込む場合は、

裏ボックス鉛２ｍｍ裏打ち、ボックスとボード間はウレタンシール埋め、配管口気密耐火パテ処理、通線後ボックス内ＲＷ充填の上

ボックス内耐火パテ全充填とする。

６ 蛍光灯の安定器

・ 別置き（ 躯体側に取り付け） を標準とする。

７ 電源ノイズ（ 電気設備、舞台音響設備、舞台機構設備、舞台照明設備、各工事共通）

・ 電源並びに制御線からのノイズが、電気音響設備等に影響を及ぼすことがないよう、経路選定等に当たっては、十分留意する

と共に、関係各社間での協議を事前に行う。問題が生じた場合には、各施工者間で対応を協議・ 実施する。

・ 公会堂の舞台音響設備電源は専用ノイズカットトランス（ 電研精機研究所同等品） とし、以下の性能を満たすものを選定する。

減衰性能

－５０ｄ Ｂ／１００ｋ Ｈｚ ， －６０ｄ Ｂ／１ＭＨｚ， －５５ｄ Ｂ／１０ＭＨｚ ， －４５ｄＢ／１００ＭＨｚ ， ＠ノーマルモード

－８０ｄ Ｂ／１００ｋ Ｈｚ ， －６０ｄ Ｂ／１ＭＨｚ， －５５ｄ Ｂ／１０ＭＨｚ ， －４５ｄＢ／１００ＭＨｚ ， ＠コモンモード

８ 熱鳴り

・ 公会堂内の灯具は熱鳴り対策品とする。

８．５舞台音響設備工事・ 舞台機構設備工事・ 舞台照明設備工事 特記事項

１ 配線経路

対象部位・ 工事留意点

・ 舞台音響設備がノイズの影響を受けないよう関係各社で事前に十分協議する。

２ 遮音壁の貫通部

・ 電気設備工事特記事項を参照。

３ 各機器から発生する騒音

・ 事前にデータを提出し、係員の承諾を受ける。この際、各室の騒音目標値を満足するよう、十分な措置を講ずる。

４ 器具の取付

・ スピーカ、灯具等はビリツキが発生しないよう取り付け方に留意する。

追加補足

内装工事

ａ． 昇降式照明・ 吊バトン・ プロジェクターなど、天井・ 壁に取り付く 機器は、次による。

１） 軽量物で軽量鉄骨下地から支持する場合は、設計用地震力の計算に荷重または動荷重を見込む。これ

によらない重量物と可動物は、構造体から、直接、専用の金物で脱落しないように支持する。

２） 取付け金物は、ロックナット ・ ダブルナットなどを使用して、抜戻り防止を行う。

３） 振動・ 発音・ 衝撃が生じる可能性のあるものは、ゴムなどによる防止対策を行う。

４） 天吊の重量可動物の場合は、地震対策としてブレースなどで耐震固定を行う。

大規模天井・

重量天井

適用範囲

・ 国土交通省平成２４年７月３１日報道発表 「 天井脱落対策係る技術基準原案」 を参考にし、公会堂天井

（ 大規模天井・ 重量天井） について適用する。

材料

・ 野縁受の連結材は、ビス留めとする。

・ 野縁クリップは、耐風圧クリップを用いるか、または番線等による留め付け、ビス留めなどをおこなう。

・ ハンガーについては口が開かないようにねじ留め（ ボックスタイプ） をおこなう。

・ ボードは全て、下地に荷重を保持させるため、野縁にビス留めをする。

・ 地震時に生じる力を伝達させる斜め部材は、接合部および斜め部材周囲の部材相互を緊結する箇所は

・ 天井面が地震等で外れても下まで落ちないよう、ロープ等で吊り措置を講じること。

ａ ．

ｂ ．

軽量鉄骨天井下地 下がり壁・ 折上げ天井など、天井に高さ３００ｍｍ以下の段違いがある場合は、野縁受と同材またはａ ．

Ｌ－３０ｘ ３０ ｘ ３（ ｍｍ） 程度以上の部材で、間隔２．７ｍ程度に補強用振止め（ ブレース） を設けて補強し、一体化す工法

軽量鉄骨天井下地

材料・ 工法の選定

る。段差が３００ｍｍを超える場合は設計図による。

ｂ ． 天井のふところが１．５ｍ以上の場合は、縦横間隔１．８ｍ程度で均等にＣ－３８ｘ １２ｘ １．２（ ｍｍ） 以上を用いて水平つ

なぎ材を設け、吊りボルトの補強を行う。

ｃ ． 耐震補強

１） 天井下地には耐震ブレースを設ける。耐震ブレースはＣ－３８ｘ １２ｘ １．２（ ｍｍ） 以上を用いて、９㎡以下ごとに

Ｘ・ Ｙ方向それぞれ一対をバランス良く配置する。間仕切りで囲まれた小規模な天井で、代替処置によりブ

レースを省略する場合は、監理者と協議を行う。

２） ブレースの設置角度は３０度以上６０度以下を原則とする。ブレースは圧縮分力に留意し、圧縮材の検討を

公会堂音響工事特記仕様書

Ａ３＝１／ＮＯＮ

Ｅ－００２

Ａ１＝１／ＮＯＮ

・ 竣工前にノイズ試験を行いノイズ混入の場合は工事範囲内で追加対策を行う。

ない場合は本工事の範囲内で調整を行う。

・ 遮音壁貫通部の前１スパン分は防振支持とする。浮側のダクト・ 配管類は浮側より支持する。

・ 固定側と浮側の絶縁接続処理は、ダクトはダクト用防振ゴム（ ＫＥ－１０／昭和電線程度） にて、配管（ スプリンクラ

（ １） 測定項目

２節音響性能性能目標値で示した箇所

（ ２） 測定箇所目

永田音響設計、または監督員の指示による。

（ ４ ） 音響関連工事指導、及び検査測定

・ 機器からの振動影響ある配管、ダクト、ヘッダ類がＮＣ－３０以下の居室の隣接スパンにある部分は防振支持と

貼りする。

スプリンクラーは公会堂内全てを防振支持とする。

対象室内（ 天井内含む） ３ｍ／ｓ以下となるようダクト口径を選定する。

承諾を得る。

ものとする。

工事を行う。

得ること。

行う。

５０ｍｍ程度手前まで敷き込みをする。

をなくす。

口部等）

口部等）

行う。

溶接不可。

ー含む） はフレキシブル配管にて行う。

不可。

工 事 名

図面名称

設備設計一級建築士登録番号 第２２６０号 森田 啓嗣

設 計 者

横浜市建築局

国 設計

年月日

吉村久夫

登録第１６６４０ ４号

管理建築士

一級建築士

縮尺平成２９年１月

株式会社

金沢区総合庁舎改築工事

（ 第２・ ３工区電気設備工事）

施設番号 棟番号

完成 図面

図面枚数

電気

年度 種類

図面番号



案 内 図

真北

計画地

金沢文庫駅

京浜急行線

国道１６号 至横須賀

至横浜

八景小学校

警察署

郵便局

病院

集合住宅

店舗

法務局

集合住宅・ 店舗

宮川

配置図・ 案内図・ 工事概要

Ｅ－００３

Ａ１ ： １／１００

Ａ３ ： １／２００

工 事 名

図面名称

設備設計一級建築士登録番号 第２２６０号 森田 啓嗣

設 計 者

横浜市建築局

国 設計

年月日

吉村久夫

登録第１６６４０ ４号

管理建築士

一級建築士

縮尺平成２９年１月

株式会社

金沢区総合庁舎改築工事

（ 第２・ ３工区電気設備工事）

施設番号 棟番号

完成 図面

図面枚数

電気

年度 種類

図面番号



Ａ１ ： １／２００

Ａ３ ： １／４００

Ｅ－００４

Ａ１ ： １／２００

Ａ３ ： １／４００

建物断面図

工 事 名

図面名称

設備設計一級建築士登録番号 第２２６０号 森田 啓嗣

設 計 者

横浜市建築局

国 設計

年月日

吉村久夫

登録第１６６４０ ４号

管理建築士

一級建築士

縮尺平成２９年１月

株式会社

金沢区総合庁舎改築工事

（ 第２・ ３工区電気設備工事）

施設番号 棟番号

完成 図面

図面枚数

電気

年度 種類

図面番号



■注記）

工事区分表（ １）

Ｅ－００５

△印は特記による。

□印は備品設置、将来工事等の別途対応による。

●印は該当項目を示す。凡例）

Ｎ．Ｓ

【 共通】

建築内容項目

仮囲い

共通足場

作業足場

請負者事務所、材料置場等

監督員事務所

交通整理員

残材・ 残土処分

工事用電力引込工事

工事用電力引込負担金

工事用電力基本料金

本設電力引込工事

本設後、引き渡しまでの基本料金

本設後、引き渡しまでの使用料金

工事用上下水道引込工事

工事用上下水道引込負担金

工事用上下水道基本料金

本設上下水道引込工事

本設後、引き渡しまでの基本料金

本設後、引き渡しまでの使用料金

工事用電話引込工事

工事用電話引込負担金

工事用電話基本料金

本設電話引込工事

本設後、引き渡しまでの基本料金

本設後、引き渡しまでの使用料金

本設光回線引込工事

本設後、引き渡しまでの基本料金

本設後、引き渡しまでの使用料金

本設ＣＡＴＶ引込工事

工事上の各種申請届出及び費用

既存建物の解体撤去

既存上下水道・ ガス管の撤去

（新築建物による電波障害調査）

事前・ 事後の電波障害調査

消火水槽等でＲＣ造のもの

設備配管用ＲＣ造ピット及び釜場

水槽・ ピット内防水処理

水槽・ ピットのマンホール・ タラップ

ピット内人通孔・ 通気孔・ 通水孔

屋内各種排水溝及び蓋

屋内排水溝端部集水桝及び蓋

排水目皿及び配管

コンクリート基礎（屋内）

コンクリート基礎（屋外）

コンクリート基礎の仕上（屋内）

機器、水槽等のアンカー取付

鋼製基礎及び架台

仮設

電気 空調 衛生 別途

●

備考

備品を含む

●● ● ●

●

●

●

●

外部足場等

残土処分 ●● ● ●

電力 ●

●

●

●

●

●● ●

●● ●

●● ●

試運転を含む

試運転を含む

上下水道

●

●

●

● ●●

● ● 試運転を含む

試運転を含む

申請・ 撤去を含む

申請・ 撤去を含む

●● ● ●

●

●

●

電話 ●

●

●

●

● ●

● ●

●● ● ●

項目 内容 衛生建築 電気 空調 別途 備考

基礎梁の連通管・ 通気管・ 人通管躯体貫通

【 スリーブ・ 開口補強】

各種配管用スリーフ゛及び型枠取付

同上 開口補強

床・ 壁の開口箱入れ

同上 開口補強

各種貫通部の穴埋め及び補修

屋上設備取出口の空隙充填

躯体貫通部の防水処理

天井・ 壁の切り込み、補強

スイッチ・ コンセント等の小開口

壁付器具の裏板補強

貫通部の耐火処理

天井点検口

ＰＳ・ ＤＳ・ ＥＰＳ等の壁面点検口

ベンドキャップ

ドアガラリ

外壁取付ガラリ

同上接続用アングル、防鳥網

各種床面排水金物

造付流しの排水金物

設備機器のドレン

ルーフドレーン取付

屋外縦樋配管・ 取付（地盤面まで）

内樋配管・ 取付

埋戻しピット内の雨水配管

内樋の防露処理

動力操作盤及び電動機端子接続

二次側配管・ 配線

空調用制御機器及び操作機器取

付とその配管・ 配線

衛生用液面制御機器取付とその

配管・ 配線

躯体以外の

開口・ 貫通

防火区画

点検口

ガラリ

雨水排水

動力

制御

衛生器具

同上配管・ 配線（制御盤からカゴ）

昇降機シャフト内の火災感知器

同上配管・ 配線（外部より制御盤）

かご内インターホン・ スピーカー等

動力電源・ 照明電源の供給

中間ビーム、フ゛ ラケット等の鋼材

同上 穴埋め・ 補修

火災報知器より防災監視盤まで

各階出入口枠等の穴空け・ 補強

搬入用フック及び設置

昇降機シャフト内のコンセント

昇降機ピットの仕上

昇降機ピットのタラップ

昇降機本体

昇降路の躯体

の信号連絡、配管・ 配線

昇降機

防災監視盤

同上制御盤までの一次側配管・ 配線

消火ポンプ制御盤（起動リレー）

消火栓起動用押釦・ 表示灯・ 電話

監視盤

消火栓ボックス消火栓

自動扉・ 本体・ 駆動装置・ 検出装置（ センサー）

・ 配線及び感知器・ 制御盤

各種防災設備の電源・ 二次側配管

自動閉鎖装置を取り付ける防火戸

機械警備監視盤

機械警備用配管

機械警備用センサー及び同配線

ＰＢＸ・ 電話機

電話用配管及び端子盤

機械警備

電話

項目 内容 衛生建築 電気 空調 別途 備考

ブラインド

カーテン・ 暗幕

カーテンレール

カーテン・ ブラインドボックス

トイレブース

同上 一次側電気配管・ 配線

照明付サイン

一般サイン

消火器本体

消火器ボックス、表示板

カーテン等

サイン

消火器

同上 一次側配管

電動昇降装置

ビデオプロジェクター本体

紙巻器

補助手摺、背もたれ等

視聴覚機器

姿見

大型鏡（製作品）

鏡（一般形状・ 既製品）

同上 給排水管の接続

同上 一次側電気配管・ 配線

トイレ

鏡

電気温水器

吊戸棚・ 水切り棚

電気温水器

同上 給排水管の接続

同上 給排水・ ガス管の接続

流し台・ コンロ台

衛生器具の取付、配管接続

同上に設置する衛生器具

洗面カウンター

流し台等

洗面カウンター

同上 一次側電気配管・ 配線

洗面化粧台本体

家具リストに記載されている機器家具・ 機器

【 家具・ 仕上ユニット・ その他】

項目 内容 衛生建築 電気 空調 別途 備考

光回線

申請・ 撤去を含む

ＣＡＴＶ

本設後、引き渡しまでの使用料金

本設後、引き渡しまでの基本料金

申請 ●● ● ●

解体撤去

電波障害

同上の調査結果による対策工事

工事施工に関する電波障害調査

（工事施工による電波障害調査）

【 水槽・ ピット ・ 排水溝】

△

△

□

事後調査も含む

躯体水槽

排水溝

●

●

●

●

●

【 各種基礎】

●

●

●

防水とも

防水とも

機器の基礎

●●●

●

●

●

● ●

防水ともコンクリート基礎の仕上（屋外） ●

防振とも

鉄筋補強

鉄筋補強

ＥＶ関係は建築

●

●

●

● ● ●

●●●

●

●●● ●

● ● ●

● ● ●

穴空け補修後の仕上 ●

床貫通スリーフ゛ まわりの防水処理 ● 防水層を貫通する場合

● △は墨出し△ △ △

● ● ●△

● ● ●

必要箇所のみ

△は特殊仕上部分

【 点検口・ ガラリ・ 排水設備】

● △ △ △ △は墨出し

排水

【 設備関連】

●

までの配管・ 配線

冷凍機用動力操作盤及び電源の

●

開閉器以降の配管・ 配線

パッケージ型空調機用電源で手元

●

制御盤までの一次側配管・ 配線 ●

●

●

水中ポンプより制御盤までの二次

側配管・ 配線

●

●

●

●

△● △はダクトの接続を示す

●

床下点検口

屋外マンホール、ハンドホール ● ●● 特記による

●

●

●

●●

●

●

●

●

●

警報 ガス漏れ警報装置及び配管・ 配線

化粧マンホール上蓋の表面仕上 ●

便器及び身障者便所の電源 ● 手洗い器も含む

□

□

●

●

□

光回線の配管

サーバー機器類及び設置

ＬＡＮ・ 光回線

□

●

ＬＡＮ回線の配管

ＬＡＮ回線の配線

●

□

【 防災】

防火戸

●

●

●

の切り込み補強及び建具金物

各種防災設備本体・ 駆動装置 ●

自動扉からセンサー（付属スイッチ）

への配管・ 配線

●

本体（ 一次側） までの配管・ 配線 ●

電動シャッター

●

●

●

△ △起動リレー

●

●

【 昇降機】

●

●

●

●

●

●

●

●

出入口扉・ 三方枠及び幕板 ●

●

●

●

●

●

●

●

洗面化粧台

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

□

●

●

●

●

太陽光発電 ソーラーパネル本体

取付用コンクリート基礎 ●

●

●

同上 配管・ 配線

ＥＶ工事

□

□

●

建築図に記載のもの

駐車場の排水 ● ● 埋戻しピット内の配管は建築

●

● ●

□ 配線は別途

排水トラップも含む

排水トラップも含む

オストメイト ●

●

●

●

●

鉄骨架台 ● ●

外構 側溝・ 集水桝

外構 上記以降の排水設備 ●

●

各工事で使用するもの

下水のみ

事後調査も含む

△

△ 外構工事による

放水口ボックス ●

●

【 その他】

舞台機構装置

舞台機構装置の１次側配管配線 ●

●

舞台音響装置の１次側配管配線

舞台音響装置

●

舞台照明装置の１次側配管配線

舞台照明装置 ●

●

壁面等埋込スピーカの開口補強

壁面等埋込スピーカの開口

壁面等埋込スピーカの開口仕上 ●

●

●

舞台上床コンセントの穴あけ ●

ＯＡフロア ●

●

●

ＯＡフロア内機器間配管・ 配線 ●

電機音響測定 ●

建築音響測定 ●

舞台音響設備工事

舞台照明設備工事

舞台音響設備工事

舞台照明設備工事

舞台音響設備工事

舞台機構

舞台音響

舞台照明

調整室

ＯＡフロア

建築音響定

軽食

（テナント ）

テナント内給水

テナント内排水

テナント内ガス

ステンレスフード ●

△

△

△

●

●

●

△バルブ止め

△プラグ止め

△プラグ止め

屋上緑化及び壁面緑化用植栽

自動灌水設備

屋上緑化

●

●

●

駐車場管制 配管用打ち増しコンクリート ●

ループコイル 配管・ 配線 ●

駐車券発行機

出入口ゲート

入口表示灯・ 出庫警報灯

●

●

●

配管用打ち増しコンクリート基礎 ●

同上 １次側電源

同上 １次側給水

●

●

壁面緑化 同上 緑化システム及び土壌 ●

同上 取付部材 ●

同上 取付用アンカー打ち

コントロールボックスまで

ループコイル埋設部

ゲート基礎等

バルブボックスまで

墨出しは植栽工事

システム

工 事 名

図面名称

設備設計一級建築士登録番号 第２２６０号 森田 啓嗣

設 計 者

横浜市建築局

国 設計

年月日

吉村久夫

登録第１６６４０ ４号

管理建築士

一級建築士

縮尺平成２９年１月

株式会社

金沢区総合庁舎改築工事

（ 第２・ ３工区電気設備工事）

施設番号 棟番号

完成 図面

図面枚数

電気

年度 種類

図面番号



■注記）

Ｎ．Ｓ
工事区分表（ ２）

Ｅ－００６

信号線（空調工事）

電源供給（電気工事）

（電気工事）

（空調工事）

電源供給（電気工事）

全熱交換器

タイマー（電気工事）

Ｔ

操作線（電気工事）

コントロールスイッチ（空調工事）

操作線（空調工事）

電源供給（電気工事）

ケーブル（衛生工事）

タッチスイッチ

動力盤（電気工事）

ＰＢ（電気工事）

警報用信号線

電源供給（電気工事）

（衛生工事）ストール小便器（衛生工事）

感知フラッシュバルブ

配管（電気工事）

配線（衛生工事）
信号線（衛生工事）

補給水槽用電極（衛生工事）

呼水槽用電極（衛生工事）

便器（設備工事）

自動フラッシュバブル制御盤

配管配線（電気工事）

Ｆ

消火ポンプユニット（衛生工事）

警報用信号線（電気工事）

電源供給（電気工事）

排水ポンプ２号機（衛生工事）

排水ポンプ１号機（衛生工事）

満水位用フロートスイッチ（衛生工事）

制御盤（衛生工事）機器付属品

※１台単独運転もこれに順ずる

電源供給（電気工事）

ファンユニット（空調工事）

ＴＨ

渡り配線（電気工事）

サーモスタット（空調工事）

天井扇及びファンユニット

電源供給（電気工事）

電源供給（電気工事）

点滴式潅水ホース

（植栽工事）

電磁弁ボックス（植栽工事）

信号線（衛生工事）

電極（衛生工事）

電源供給（電気工事）

警報用信号線（衛生工事）

信号線（植栽工事）

植栽工事

（一次側給水バルブ以降）

衛生工事

灌水設備コントロールボックス

（植栽工事）

信号線（衛生工事）

Ｐ

消火水槽用電極（衛生工事）

制御用信号線（衛生工事）

Ｐ

自動給水装置（衛生工事）

制御盤（衛生工事）機器付属品

信号線（衛生工事）

電源供給（電気工事）

電源供給（電気工事）

リモコンスイッチ（空調工事）

信号線（空調工事）

ＥＨＰ屋外機（空調工事）

電源供給（電気工事）

中央監視装置（空調工事）

信号線（空調工事）

１ ファン関係（レンジフード．天井扇１００Ｖ）

操作線（電気工事）

スイッチ（電気工事）

トラップ（建築工事）

排水管接続（衛生工事）

立型自在水栓（衛生工事）

給水管接続（衛生工事）

電源供給（電気工事）

発停信号（空調工事）

発停信号線（電気工事）

動力制御盤

スプリンクラーポンプユニット（衛生工事）

制御盤（衛生工事）機器付属品

信号線（衛生工事）

消火水槽用電極（衛生工事）

Ｐ

警報用信号線（電気工事）

電源供給（電気工事）

操作スイッチ（建築工事）

操作線（建築工事）

電源供給（電気工事）

ファン関係サーモ運転（１００Ｖ系）２ ３ ファン関係タイマー運転（１００Ｖ系） ４ 全熱交換器 ５ ＥＨＰ空調機 ６ 屋上・壁面緑化工事

９ 消火ポンプユニット自動給水装置 １０ １１ １２地下ピット排水ポンプ７ 洋風・和風大便器自動フラッシュバルブ小便器フラッシュバルブ ８

１４１３

スプリンクラーポンプユニット

１５ファン関係制御運転（３φ２００Ｖ系） 電動シャッター各室流し台

（電気工事）

電源供給

集中リモコン

（衛生工事）

（衛生工事）

（衛生工事）

（大便器コントローラー）

（空調工事）

ファンユニット（空調工事）

（空調工事）

※２４時間換気系統のスイッチは空調工事付属品

電源供給（電気工事）

工 事 名

図面名称

設備設計一級建築士登録番号 第２２６０号 森田 啓嗣

設 計 者

横浜市建築局

国 設計

年月日

吉村久夫

登録第１６６４０ ４号

管理建築士

一級建築士

縮尺平成２９年１月

株式会社

金沢区総合庁舎改築工事

（ 第２・ ３工区電気設備工事）

施設番号 棟番号

完成 図面

図面枚数

電気

年度 種類

図面番号



Ｅ－００７

受変電設備 単線結線図
Ｎ．Ｓ

工 事 名

図面名称

設備設計一級建築士登録番号 第２２６０号 森田 啓嗣

設 計 者

横浜市建築局

国 設計

年月日

吉村久夫

登録第１６６４０ ４号

管理建築士

一級建築士

縮尺平成２９年１月

株式会社

金沢区総合庁舎改築工事

（ 第２・ ３工区電気設備工事）

施設番号 棟番号

完成 図面

図面枚数

電気

年度 種類

図面番号



Ａ１ ： １／２００

Ａ３ ： １／４００

構内配電線路設備

Ｅ－００８

工 事 名

図面名称

設備設計一級建築士登録番号 第２２６０号 森田 啓嗣

設 計 者

横浜市建築局

国 設計

年月日

吉村久夫

登録第１６６４０ ４号

管理建築士

一級建築士

縮尺平成２９年１月

株式会社

金沢区総合庁舎改築工事

（ 第２・ ３工区電気設備工事）

施設番号 棟番号

完成 図面

図面枚数

電気

年度 種類

図面番号



電灯盤 結線図（ １）

Ｅ－００９

工 事 名

図面名称

設備設計一級建築士登録番号 第２２６０号 森田 啓嗣

設 計 者

横浜市建築局

国 設計

年月日

吉村久夫

登録第１６６４０ ４号

管理建築士

一級建築士

縮尺平成２９年１月

株式会社

金沢区総合庁舎改築工事

（ 第２・ ３工区電気設備工事）

施設番号 棟番号

完成 図面

図面枚数

電気

年度 種類

図面番号



Ｎ．Ｓ

Ｅ－０１０

電灯盤 結線図（ ２）

工 事 名

図面名称

設備設計一級建築士登録番号 第２２６０号 森田 啓嗣

設 計 者

横浜市建築局

国 設計

年月日

吉村久夫

登録第１６６４０ ４号

管理建築士

一級建築士

縮尺平成２９年１月

株式会社

金沢区総合庁舎改築工事

（ 第２・ ３工区電気設備工事）

施設番号 棟番号

完成 図面

図面枚数

電気

年度 種類

図面番号



Ｎ．Ｓ

Ｅ－０１１

電灯盤 結線図（ ３）

工 事 名

図面名称

設備設計一級建築士登録番号 第２２６０号 森田 啓嗣

設 計 者

横浜市建築局

国 設計

年月日

吉村久夫

登録第１６６４０ ４号

管理建築士

一級建築士

縮尺平成２９年１月

株式会社

金沢区総合庁舎改築工事

（ 第２・ ３工区電気設備工事）

施設番号 棟番号

完成 図面

図面枚数

電気

年度 種類

図面番号



Ｎ．Ｓ

Ｅ－０１２

動力制御盤 標準結線図

工 事 名

図面名称

設備設計一級建築士登録番号 第２２６０号 森田 啓嗣

設 計 者

横浜市建築局

国 設計

年月日

吉村久夫

登録第１６６４０ ４号

管理建築士

一級建築士

縮尺平成２９年１月

株式会社

金沢区総合庁舎改築工事

（ 第２・ ３工区電気設備工事）

施設番号 棟番号

完成 図面

図面枚数

電気

年度 種類

図面番号



動力制御盤 結線図
Ａ１ ： －／－

Ａ３ ： －／－

Ｅ－０１３

工 事 名

図面名称

設備設計一級建築士登録番号 第２２６０号 森田 啓嗣

設 計 者

横浜市建築局

国 設計

年月日

吉村久夫

登録第１６６４０ ４号

管理建築士

一級建築士

縮尺平成２９年１月

株式会社

金沢区総合庁舎改築工事

（ 第２・ ３工区電気設備工事）

施設番号 棟番号

完成 図面

図面枚数

電気

年度 種類

図面番号



幹線設備 系統図
Ｎ： Ｓ

Ｅ－０１４

【 凡例】

工 事 名

図面名称

設備設計一級建築士登録番号 第２２６０号 森田 啓嗣

設 計 者

横浜市建築局

国 設計

年月日

吉村久夫

登録第１６６４０ ４号

管理建築士

一級建築士

縮尺平成２９年１月

株式会社

金沢区総合庁舎改築工事

（ 第２・ ３工区電気設備工事）

施設番号 棟番号

完成 図面

図面枚数

電気

年度 種類

図面番号



Ａ１ ： －／－

Ａ３ ： －／－

接地設備 系統図

Ｅ－０１５

工 事 名

図面名称

設備設計一級建築士登録番号 第２２６０号 森田 啓嗣

設 計 者

横浜市建築局

国 設計

年月日

吉村久夫

登録第１６６４０ ４号

管理建築士

一級建築士

縮尺平成２９年１月

株式会社

金沢区総合庁舎改築工事

（ 第２・ ３工区電気設備工事）

施設番号 棟番号

完成 図面

図面枚数

電気

年度 種類

図面番号



Ａ１ ： １／２００

Ａ３ ： １／４００

幹線動力設備 ピット配線図

Ｅ－０１６

工 事 名

図面名称

設備設計一級建築士登録番号 第２２６０号 森田 啓嗣

設 計 者

横浜市建築局

国 設計

年月日

吉村久夫

登録第１６６４０ ４号

管理建築士

一級建築士

縮尺平成２９年１月

株式会社

金沢区総合庁舎改築工事

（ 第２・ ３工区電気設備工事）

施設番号 棟番号

完成 図面

図面枚数

電気

年度 種類

図面番号



Ａ１ ： １／１００
幹線動力設備 １階配線図

Ｅ－０１７

Ａ３ ： １／２００

工 事 名

図面名称

設備設計一級建築士登録番号 第２２６０号 森田 啓嗣

設 計 者

横浜市建築局

国 設計

年月日

吉村久夫

登録第１６６４０ ４号

管理建築士

一級建築士

縮尺平成２９年１月

株式会社

金沢区総合庁舎改築工事

（ 第２・ ３工区電気設備工事）

施設番号 棟番号

完成 図面

図面枚数

電気

年度 種類

図面番号



Ａ１ ： １／１００

Ａ３ ： １／２００

幹線動力設備 ２階配線図

Ｅ－０１８

工 事 名

図面名称

設備設計一級建築士登録番号 第２２６０号 森田 啓嗣

設 計 者

横浜市建築局

国 設計

年月日

吉村久夫

登録第１６６４０ ４号

管理建築士

一級建築士

縮尺平成２９年１月

株式会社

金沢区総合庁舎改築工事

（ 第２・ ３工区電気設備工事）

施設番号 棟番号

完成 図面

図面枚数

電気

年度 種類

図面番号



Ａ１ ： １／１００

Ａ３ ： １／２００

幹線動力設備 ３階配線図

Ｅ－０１９

工 事 名

図面名称

設備設計一級建築士登録番号 第２２６０号 森田 啓嗣

設 計 者

横浜市建築局

国 設計

年月日

吉村久夫

登録第１６６４０ ４号

管理建築士

一級建築士

縮尺平成２９年１月

株式会社

金沢区総合庁舎改築工事

（ 第２・ ３工区電気設備工事）

施設番号 棟番号

完成 図面

図面枚数

電気

年度 種類

図面番号



Ｅ－０２０

幹線動力設備 ４階配線図

Ａ１ ： １／１００

Ａ３ ： １／２００

工 事 名

図面名称

設備設計一級建築士登録番号 第２２６０号 森田 啓嗣

設 計 者

横浜市建築局

国 設計

年月日

吉村久夫

登録第１６６４０ ４号

管理建築士

一級建築士

縮尺平成２９年１月

株式会社

金沢区総合庁舎改築工事

（ 第２・ ３工区電気設備工事）

施設番号 棟番号

完成 図面

図面枚数

電気

年度 種類

図面番号



Ａ１ ： １／１００

Ａ３ ： １／２００

幹線動力設備 ５階配線図

Ｅ－０２１

工 事 名

図面名称

設備設計一級建築士登録番号 第２２６０号 森田 啓嗣

設 計 者

横浜市建築局

国 設計

年月日

吉村久夫

登録第１６６４０ ４号

管理建築士

一級建築士

縮尺平成２９年１月

株式会社

金沢区総合庁舎改築工事

（ 第２・ ３工区電気設備工事）

施設番号 棟番号

完成 図面

図面枚数

電気

年度 種類

図面番号



Ａ１ ： １／１００

Ａ３ ： １／２００

幹線動力設備 Ｒ階配線図

Ｅ－０２２

工 事 名

図面名称

設備設計一級建築士登録番号 第２２６０号 森田 啓嗣

設 計 者

横浜市建築局

国 設計

年月日

吉村久夫

登録第１６６４０ ４号

管理建築士

一級建築士

縮尺平成２９年１月

株式会社

金沢区総合庁舎改築工事

（ 第２・ ３工区電気設備工事）

施設番号 棟番号

完成 図面

図面枚数

電気

年度 種類

図面番号



電灯設備 照明姿図（ １）

Ｅ－０２３

Ｎ： Ｓ

工 事 名

図面名称

設備設計一級建築士登録番号 第２２６０号 森田 啓嗣

設 計 者

横浜市建築局

国 設計

年月日

吉村久夫

登録第１６６４０ ４号

管理建築士

一級建築士

縮尺平成２９年１月

株式会社

金沢区総合庁舎改築工事

（ 第２・ ３工区電気設備工事）

施設番号 棟番号

完成 図面

図面枚数

電気

年度 種類

図面番号



電灯設備 照明姿図（ ２）

Ｅ－０２４

Ｎ： Ｓ

工 事 名

図面名称

設備設計一級建築士登録番号 第２２６０号 森田 啓嗣

設 計 者

横浜市建築局

国 設計

年月日

吉村久夫

登録第１６６４０ ４号

管理建築士

一級建築士

縮尺平成２９年１月

株式会社

金沢区総合庁舎改築工事

（ 第２・ ３工区電気設備工事）

施設番号 棟番号

完成 図面

図面枚数

電気

年度 種類

図面番号



Ａ１ ： １／１００

Ａ３ ： １／２００

電灯設備 １階配線図

Ｅ－０２５

■注記） ＵＰ

工 事 名

図面名称

設備設計一級建築士登録番号 第２２６０号 森田 啓嗣

設 計 者

横浜市建築局

国 設計

年月日

吉村久夫

登録第１６６４０ ４号

管理建築士

一級建築士

縮尺平成２９年１月

株式会社

金沢区総合庁舎改築工事

（ 第２・ ３工区電気設備工事）

施設番号 棟番号

完成 図面

図面枚数

電気

年度 種類

図面番号



Ａ１ ： １／１００

Ａ３ ： １／２００

電灯設備 ２階配線図

Ｅ－０２６

工 事 名

図面名称

設備設計一級建築士登録番号 第２２６０号 森田 啓嗣

設 計 者

横浜市建築局

国 設計

年月日

吉村久夫

登録第１６６４０ ４号

管理建築士

一級建築士

縮尺平成２９年１月

株式会社

金沢区総合庁舎改築工事

（ 第２・ ３工区電気設備工事）

施設番号 棟番号

完成 図面

図面枚数

電気

年度 種類

図面番号



Ａ１ ： １／１００

Ａ３ ： １／２００

電灯設備 ３階配線図

Ｅ－０２７

工 事 名

図面名称

設備設計一級建築士登録番号 第２２６０号 森田 啓嗣

設 計 者

横浜市建築局

国 設計

年月日

吉村久夫

登録第１６６４０ ４号

管理建築士

一級建築士

縮尺平成２９年１月

株式会社

金沢区総合庁舎改築工事

（ 第２・ ３工区電気設備工事）

施設番号 棟番号

完成 図面

図面枚数

電気

年度 種類

図面番号



Ａ１ ： １／１００

Ａ３ ： １／２００

電灯設備 ４階配線図

Ｅ－０２８

工 事 名

図面名称

設備設計一級建築士登録番号 第２２６０号 森田 啓嗣

設 計 者

横浜市建築局

国 設計

年月日

吉村久夫

登録第１６６４０ ４号

管理建築士

一級建築士

縮尺平成２９年１月

株式会社

金沢区総合庁舎改築工事

（ 第２・ ３工区電気設備工事）

施設番号 棟番号

完成 図面

図面枚数

電気

年度 種類

図面番号



Ａ１ ： １／１００

Ａ３ ： １／２００

電灯設備 ５階配線図

Ｅ－０２９

工 事 名

図面名称

設備設計一級建築士登録番号 第２２６０号 森田 啓嗣

設 計 者

横浜市建築局

国 設計

年月日

吉村久夫

登録第１６６４０ ４号

管理建築士

一級建築士

縮尺平成２９年１月

株式会社

金沢区総合庁舎改築工事

（ 第２・ ３工区電気設備工事）

施設番号 棟番号

完成 図面

図面枚数

電気

年度 種類

図面番号



Ａ１ ： １／１００

Ａ３ ： １／２００

電灯設備 Ｒ階配線図

Ｅ－０３０

工 事 名

図面名称

設備設計一級建築士登録番号 第２２６０号 森田 啓嗣

設 計 者

横浜市建築局

国 設計

年月日

吉村久夫

登録第１６６４０ ４号

管理建築士

一級建築士

縮尺平成２９年１月

株式会社

金沢区総合庁舎改築工事

（ 第２・ ３工区電気設備工事）

施設番号 棟番号

完成 図面

図面枚数

電気

年度 種類

図面番号



Ａ１ ： １／１００

Ａ３ ： １／２００

電灯設備 屋根裏配線図

Ｅ－０３１

工 事 名

図面名称

設備設計一級建築士登録番号 第２２６０号 森田 啓嗣

設 計 者

横浜市建築局

国 設計

年月日

吉村久夫

登録第１６６４０ ４号

管理建築士

一級建築士

縮尺平成２９年１月

株式会社

金沢区総合庁舎改築工事

（ 第２・ ３工区電気設備工事）

施設番号 棟番号

完成 図面

図面枚数

電気

年度 種類

図面番号



Ａ１ ： －／－

Ａ３ ： －／－

Ｅ－０３２

照明制御設備 機器姿図

工 事 名

図面名称

設備設計一級建築士登録番号 第２２６０号 森田 啓嗣
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